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SWORD-1および2試験：これまでのARTでウイ
ルス学的抑制が得られている患者におけるDTG＋
RPV の2剤レジメンへの切り替え

• 多施設共同非盲検無作為化第III相試験

• ベースライン時にTDFの投与を受けていた患者の割合70～73%

• 主要評価項目：48週目のHIV-1 RNA量＜50コピー/mLである患者の割合（ITT-E解析、

スナップショット）

• HIV感染患者

• NRTI 2剤＋INSTI、
NNRTI 
またはPIによる一次または
二次治療としてのART投与
中で6ヵ月以上HIV-1 RNA
量＜50コピー/mL 

• VF歴なし

• HBV未感染
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